
次節でみるように、高校生の学習をめぐる

最大の悩みの１つは、上手な勉強の仕方がわ

からないことにある（p．７４参照）。そこで、

家でどんな勉強の仕方をすることが多いのか

を尋ねてみた（図１－１－２７）。

高校生のおよそ半数以上が「よくする」

「時々する」と答えているのが、�「プリント
や問題集で数学の問題練習をする」（７９．７％）、

�「教科書やテキストをくり返し読む」
（６８．１％）、�「英単語をくり返し書いて覚え
る」（６６．８％）、�「教科書や参考書にアンダ
ーラインを引いたり、カラーマーカーを塗

る」（６６．５％）、�「辞書（英語・国語）を引
く」（６２．６％）、�漢字をくり返し書いて覚え
る（６０．１％）、�「教科書や参考書を整理し
て自分のノートを作る」（４９．０％）である。「参

考書を読む」は４２．２％と、問題集と比べると

少ない。

逆に、３割程度かそれ以下の者しかとって

いない学習方法は、「自分で単語帳・単語カ

ードを作って暗記する」（３０．３％）、「教科書

ガイドを使う」（３０．０％）、「図鑑や事典で調

べる」（１７．１％）、「市販の単語帳・単語カー

ドを暗記する」（１４．６％）である。

学習の方法は、どういう学校に在学してい

るかによっても差が存在する（表１－１－７）。

学校ランク別にみると、上位ランクの高校

生ほど「参考書を読む」傾向が強く、また「辞

書（英語・国語など）を引く」とする者が多

くなっている。これに対して、下位ランクの

高校生に特徴的なのは、「教科書や参考書を

整理して自分のノートを作る」「英単語をく

り返し書いて覚える」「漢字をくり返し書い

て覚える」の３項目である。「くり返し」は

下位ランクの高校生により多くみられる学習

方法である。

これらを時系列的に比較すると、次のよう

な変化がみられる（図１－１－２８）。

�「教科書やテキストをくり返し読む」が第
１回調査４７．７％から第３回調査６８．１％へと

大幅に増加。

�「教科書や参考書を整理して自分のノート
を作る」が同様に３５．１％から４９．０％へと大

きく増加。

�「辞書（英語・国語など）を引く」が、７５．８％
から６２．６％へと減少。

�「教科書ガイドを使う」が４４．２％から３０．０％
へと減少。

４．学習の方法

�学習の方法
高校生の学習方法は、ここ約１０年間に、次のように変化した。
「教科書や
テキストをくり返し読む」が大幅に増加、�「教科書や参考書を整理して自
分のノートを作る」がやはり大きく増加、�「辞書（英語・国語など）を引
く」が減少、�「教科書ガイドを使う」が減少した。

Ｑ 家では、どんな勉強の仕方をすることが多いですか。
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図１－１－２７　学習の方法�

プリントや問題集で数学�
の問題練習をする�

無答・不明�ほとんど�
しない�時々する� あまり�

しない�よくする�

（％）�

注）サンプル数は３８０８人。�

３４．５�４５．２� １１．３� ７．４� １．７�

教科書やテキストを�
くり返し読む� ４０．２�２７．９� ２２．０� ９．２� ０．７�

英単語をくり返し書いて�
覚える� ３０．３�３６．５� ２０．４� １２．２� ０．７�

教科書や参考書にアン�
ダーラインを引いたり、�
カラーマーカーを塗る�

２８．８�３７．７� １８．３� １４．５� ０．８�

辞書（英語・国語など）�
を引く� ３３．８�２８．８� ２２．２� １４．４� ０．８�

漢字をくり返し書いて�
覚える� ２７．２�３２．９� ２１．５� １７．７� ０．８�

教科書や参考書を整理し�
て自分のノートを作る� ２７．３�２１．７� ２２．９� ２７．５� ０．７�

参考書を読む� １０．２� ３２．０� ２４．９� １．２�

自分で単語帳・単語カード�
を作って暗記する�

１８．１�１２．２� ４０．８�

３１．７�

２８．１� ０．８�

教科書ガイドを使う� ２１．１�８．９� ４９．１�１９．９� １．１�

図鑑や事典で調べる� １３．３� ３３．２� ４８．５� １．１�

市販の単語帳・単語�
カードを暗記する� ２２．５�１０．６� ６１．９� １．１�

３．８�

４．０�
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表１－１－７ 学習の方法（学校ランク別）

注１）差のある項目のみ抽出。
注２）（ ）内はサンプル数。

全体
（３８０８）

学校ランク

上位ランク校
（１４６２）

中上位ランク校
（８２４）

中下位ランク校
（６１９）

下位ランク校
（９０３）

よくする １０．２ １２．５ １０．７ ９．７ ６．２

時々する ３２．０ ３８．５

２８．０

３３．７ ２７．３ ２３．３

参考書を読む あまりしない ３１．７ ３２．３ ３２．３ ３６．８

ほとんどしない ２４．９ １９．９ ２２．８ ２８．４ ３２．３

無答・不明 １．２ １．１ ０．５ ２．３ １．４

よくする ２８．８ ４２．３ ２５．５ ２１．３ １５．０

時々する ３３．８ ３２．８ ３９．１ ３５．１ ２９．７

辞書（英語・国語など）を引く あまりしない ２２．２ １６．０ ２２．５ ２５．０ ３０．０

ほとんどしない １４．４ ８．３ １２．５ １６．６ ２４．５

無答・不明 ０．８ ０．５ ０．５ １．９ ０．９

教科書や参考書を整理して自分の
ノートを作る

よくする ２１．７ １５．７ ２０．４ ３０．２ ２６．９

時々する ２７．３ ２５．６ ２６．３ ３１．０ ２８．２

あまりしない ２２．９ ２６．０ ２２．９ １８．１ ２１．２

ほとんどしない ２７．５ ３２．３ ３０．０ １９．４ ２２．９

無答・不明 ０．７ ０．５ ０．４ １．３ ０．８

よくする ３６．５ ３０．２ ４４．４ ３４．９ ４０．６

時々する ３０．３ ２８．４ ３０．７ ３２．３ ３１．５

英単語をくり返し書いて覚える あまりしない ２０．４ ２４．６ １６．１ １９．９ １７．６

ほとんどしない １２．２ １６．３ ８．４ １１．１ ９．７

無答・不明 ０．７ ０．５ ０．４ １．８ ０．６

よくする ３２．９ ２８．５ ３６．８ ２８．６ ３９．２

時々する ２７．２ ２５．６ ２５．０ ２７．９ ３１．０

漢字をくり返し書いて覚える あまりしない ２１．５ ２１．９ ２１．１ ２４．６ １９．２

ほとんどしない １７．７ ２３．３ １６．７ １７．０ １０．１

無答・不明 ０．８ ０．６ ０．４ １．９ ０．６

（％）

●第３回学習基本調査 高校生版

－５０－



０� ２０� ４０� ６０� ８０� １００�

（％）�

図１－１－２８　学習の方法（時系列）�

第１回�

第２回�

第３回�

第１回�

第２回�

第３回�

第１回�

第２回�

第３回�

第１回�

第２回�

第３回�

第１回�

第２回�

第３回�

第１回�

第２回�

第３回�

第１回�

第２回�

第３回�

第１回�

第２回�

第３回�

第１回�

第２回�

第３回�

注１）数値は「よくする」と「時々する」の合計。�
注２）サンプル数は第１回２００５人、第２回２６１５人、第３回３８０８人。�

教科書やテキストをくり返
し読む�

教科書や参考書にアンダー
ラインを引いたり、カラー
マーカーを塗る�

辞書（英語・国語など）を
引く�

教科書や参考書を整理して
自分のノートを作る�

参考書を読む�

自分で単語帳・単語カード
を作って暗記する�

教科書ガイドを使う�

図鑑や事典で調べる�

市販の単語帳・単語カード
を暗記する�

４７．７�

５６．７�

６８．１�

６１．９�

６４．３�

６６．５�

７５．８�

６４．３�

６２．６�

３５．１�

４７．２�

４９．０�

４５．５�

４２．６�

４２．２�

３１．４�

３４．９�

３０．３�

４４．２�

３０．２�

３０．０�

１７．０�

１５．８�

１７．１�

１５．５�

８．７�

１４．６�
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高校生の学習方法のタイプを明らかにする

ために、この調査ではやや変わった設問方法

を試みている。２つの勉強の仕方をペアにし

て（たとえば「問題集中心」と「参考書中心」）、

そのどちらのほうに自分が近いのかを強制的

に分類してもらう方法である。

回答傾向から次のようなことがわかる（図

１－１－２９）。

〈回答が一方に偏るタイプ〉

ペアにされた勉強方法のうち回答が一方に

偏ったのは次のものである。ここでは８割以

上が一方を選択したものをあげた。これらに

ついては、高校生全体について一方の勉強方

法が支配的であるとみることができる。

�「通信教育、学習塾の教材や自分で買った
教材中心」（８．０％）よりも「学校で使う教

材中心」（９１．１％）

�「市販の要点整理などを使う」（１４．２％）より
も「自分で整理しながら勉強する」（８４．６％）

�「毎日こつこつ勉強する」（１６．３％）よりも
「試験の前にまとめて勉強する」（８３．２％）

学校で配付される教材を中心に、試験の前

にまとめて、自分で整理しながら勉強する方

法が、支配的である。

〈回答が拮抗しているタイプ〉

�「復習中心」（５２．１％）≒「予習中心」（４７．１％）
�「得意な科目中心」（５６．８％）＞「苦手な科
目中心」（４２．１％）

�「できるだけ暗記しようとする」（５７．０％）
＞「できるだけ考えようとする」（４２．２％）

これらについては、回答が拮抗（数値の差

が２割以内）している。復習派と予習派はほ

とんど変わりない。

〈上記２グループの中間〉

�「解説がていねいな参考書を読む」（６０．１％）
＞「要点だけ簡単にまとめたものを読む」

（３８．７％）

�「わからないところは、先生や友だちに聞
く」（６２．４％）＞「わからないところは、

自分で考える」（３６．９％）

�「書きながら覚える」（６２．８％）＞「読んだ
り、しゃべりながら覚える」（３６．６％）

�「やさしい問題を数多く解く」（６５．４％）＞
「難しい問題をじっくり考える」（３３．５％）

�「書いて覚える」（６８．１％）＞「見て覚える」
（３１．２％）

�「問題集中心」（７６．２％）＞「参考書中心」
（２２．８％）

時系列的にみると、２つの変化を指摘でき

る。第一に、（「参考書中心」に対して）「問

�学習方法のタイプ
高校生に支配的な学習方法は、
「通信教育、学習塾の教材や自分で買った
教材中心」（８．０％）よりも「学校で使う教材中心」（９１．１％）、�「市販の要
点整理などを使う」（１４．２％）よりも「自分で整理しながら勉強する」
（８４．６％）、�「毎日こつこつ勉強する」（１６．３％）よりも「試験の前にまと
めて勉強する」（８３．２％）、である。ここ約１０年間で、高校生の学習は、「予
習中心」派がほぼ半数近くまで増加し、また「問題集中心」の傾向に拍車が
かかった。上位ランクの高校生の学習方法の特徴を示すキーワードは、「こ
つこつ・じっくり・読む」である。

Ｑ あなたの勉強の仕方を分類するとすれば、どんなタイプになる

と思いますか。どちらかといえば近いほうのタイプに○をつけ

てください。

（１か２のどちらか近いほうの番号に○をつけてください）
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（％）�

注１）１、２の間の空白部分は「無答・不明」を示す。�
注２）サンプル数は３８０８人。�
�

通信教育、学習塾の
教材や自分で買った
教材中心�

１�
２�１�

学校で使う教材中心�

市販の要点整理など
を使う�

自分で整理しながら�
勉強する�

毎日こつこつ勉強す
る�

試験の前にまとめて
勉強する�

参考書中心�問題集中心�

見て覚える�書いて覚える�

難しい問題をじっくり
考える�

やさしい問題を数多
く解く�

読んだり、しゃべりな
がら覚える�

わからないところは、
自分で考える�

書きながら覚える�

わからないところは、�
先生や友だちに聞く�

要点だけ簡単にまと
めたものを読む�

解説がていねいな参
考書を読む�

できるだけ考えようと
する�

できるだけ暗記しよう
とする�

苦手な科目中心�得意な科目中心�

予習中心�復習中心�

２�

図１－１－２９　学習方法のタイプ�

９１．１�

８４．６�

８３．２�

７６．２�

６８．１� ３１．２�

６５．４� ３３．５�

６２．８� ３６．６�

６２．４� ３６．９�

６０．１� ３８．７�

５７．０� ４２．２�

５６．８� ４２．１�

５２．１� ４７．１�

８．０�

１４．２�

１６．３�

２２．８�

題集中心」の比率が、第１回調査６３．９％から

第３回調査７６．２％へと大きく伸びた。第二に、

（「復習中心」に対して）「予習中心」が、第

１回調査３９．３％から第３回調査４７．１％へと増

加し、「復習中心」派と「予習中心」派がほ

ぼ拮抗するようになった。ここ約１０年間で、

高校生の学習は、「予習中心」派がほぼ半数

近くまで増加し、また「問題集中心」の傾向

に拍車がかかった（図１－１－３０）。

学習方法のタイプという点で、上位ランク

の高校と下位ランクの高校は、まことに対照

的である。表１－１－８は学校ランク別に学

習方法のタイプの差を示したものだが、これ

を要約すると次のようになる。

〈上位ランクの高校ほど相対的に多い学習方

法のタイプ〉

「解説がていねいな参考書」「予習中心」「で

きるだけ考える」「読んだり、しゃべりなが

ら覚える」「難しい問題をじっくり」「見て覚

える」「参考書中心」「毎日こつこつ勉強」

〈下位ランクの高校ほど相対的に多い学習方

法のタイプ〉

「試験前にまとめて勉強」「問題集中心」「復

習中心」「書いて覚える」「やさしい問題を数

多く」「できるだけ暗記」「書きながら覚え

る」「要点だけ簡単にまとめたものを読む」

こうしてみると、上位ランクの高校生の学

習方法の特徴を示すキーワードは、「こつこ

つ・じっくり・読む」である。
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（％）�

（％）�

注１）項目間の空白部分は「無答・不明」を示す。�
注２）サンプル数は第１回２００５人、第２回２６１５人、第３回３８０８人。�

第１回�

問題集中心� 参考書中心�

予習中心� 復習中心�

第２回�

第３回�

第１回�

第２回�

第３回�

図１－１－３０　学習方法のタイプ（時系列）�

６３．９� ３５．５�

２９．３�６９．９�

７６．２�

３９．３�
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表１－１－８ 学習方法のタイプ（学校ランク別）

注）（ ）内はサンプル数。

全体
（３８０８）

学校ランク

上位ランク校
（１４６２）

中上位ランク校
（８２４）

中下位ランク校
（６１９）

下位ランク校
（９０３）

毎日こつこつ勉強する １６．３ ２３．１ １６．０ １２．９ ７．８
試験前にまとめて勉強する ８３．２ ７６．５ ８３．６ ８６．１ ９１．６
無答・不明 ０．６ ０．５ ０．４ １．０ ０．７
問題集中心 ７６．２ ７３．６ ７４．６ ７５．８ ８１．９
参考書中心 ２２．８ ２５．５ ２４．８ ２２．６ １６．６
無答・不明 １．１ ０．９ ０．６ １．６ １．４
できるだけ暗記しようとする ５７．０ ５０．４ ５４．２ ５８．５ ６９．１
できるだけ考えようとする ４２．２ ４８．５ ４５．４ ４０．５ ３０．１
無答・不明 ０．８ １．１ ０．４ １．０ ０．８
書きながら覚える ６２．８ ５７．８ ６５．３ ６５．４ ６６．９
読んだり、しゃべりながら覚える ３６．６ ４１．７ ３４．５ ３３．４ ３２．３
無答・不明 ０．６ ０．５ ０．２ １．１ ０．８
予習中心 ４７．１ ５９．２ ５５．２ ３８．１ ２６．１
復習中心 ５２．１ ３９．９ ４４．４ ６０．６ ７３．２
無答・不明 ０．８ ０．９ ０．４ １．３ ０．７
難しい問題をじっくり考える ３３．５ ４０．９ ３０．２ ２７．１ ２８．７
やさしい問題を数多く解く ６５．４ ５７．７ ６９．３ ７１．４ ７０．２
無答・不明 １．１ １．４ ０．５ １．５ １．１
わからないところは、先生や友だちに聞く ６２．４ ６０．４ ５９．７ ６４．６ ６６．４
わからないところは、自分で考える ３６．９ ３８．７ ３９．９ ３４．６ ３２．７
無答・不明 ０．８ ０．９ ０．４ ０．８ ０．９
書いて覚える ６８．１ ６３．１ ６８．６ ７３．５ ７２．２
見て覚える ３１．２ ３６．３ ３１．２ ２５．５ ２７．０
無答・不明 ０．７ ０．７ ０．２ １．０ ０．８
解説がていねいな参考書を読む ６０．１ ６９．５ ６２．３ ５２．７ ４８．０
要点だけ簡単にまとめたものを読む ３８．７ ２９．１ ３７．１ ４５．４ ５１．１
無答・不明 １．２ １．４ ０．６ １．９ １．０

（％）
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今日、印刷メディア以外にも、電子メディ

アを中心としてさまざまなメディアが子ども

の学習に利用されようとしている。本節の最

後に、パソコンなどの広い意味での電子メデ

ィア（テレビゲームを含む）の利用状況につ

いてみておきたい。

８項目のうち、「家でパソコンを使う」が

５５．４％（「よくある」「時々ある」の合計）、「家

でインターネットを使って何か調べる」は

３９．１％であった。家庭におけるパソコンの普

及が進み、インターネットを使って調べもの

をする高校生が４割に達するようになった。

しかし、家庭に比べて学校におけるパソコ

ンやインターネットの利用は低調である。「学

校でパソコンを使う」のは１２．１％にすぎず、

さらに「学校でインターネットを使って何か

調べる」のは４．９％とごくごく少数にとどま

る（図１－１－３１）。

その他のメディアの利用率は、１割程度か

それ以下ときわめて低い。

時系列的にみると（第２回調査との比較、

表１－１－９）、「家でパソコンを使う」が

２１．２％から５５．４％へと急増を示した。これに

対して、「学校でパソコンを使う」は９．５％か

ら１２．１％へと微増したにすぎない。高校生の

学校におけるパソコン利用は、遅々として進

んでいない。

�メディアの利用
時系列的にみると、「家でパソコンを使う」（「よくある」＋「時々ある」）が
第２回調査２１．２％から第３回調査５５．４％へと急増を示した。これに対して、
「学校でパソコンを使う」は９．５％から１２．１％へと微増したにすぎない。「家
でインターネットを使って何か調べる」は３９．１％で、家庭に比べて学校にお
けるパソコンやインターネットの利用は低調である。

Ｑ パソコンやテレビなどのメディア（機械）についてうかがいま

す。
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図１－１－３１　メディアの利用�

家でパソコンを使う�

無答・不明�時々ある� な　い�よくある�

（％）�

注）サンプル数は３８０８人。�
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する�
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使う� ８５．６�８．６� ２．３�

テレビやラジオの�
講座で勉強する� ８８．６�６．６� ２．３�

学校でインターネ�
ットを使って何か�
調べる�

９２．８� ２．４�

家でパソコン用の�
学習ソフトで勉強�
する�

９４．９� ２．３�

家でゲーム機用の�
学習ソフトで勉強�
する�

９５．５� ２．４�

１．９�

３．５�

２．４�

３．８�
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表１－１－９ メディアの利用（時系列）

注）（ ）内はサンプル数。

第２回（２６１５） 第３回（３８０８）

よくある ６．５ ２４．９

家でパソコンを使う 時々ある １４．７ ３０．５

ない ７７．３ ４２．４

よくある ２．１ ３．５

学校でパソコンを使う 時々ある ７．４ ８．６

ない ８８．８ ８５．６

よくある ０．７ ０．７

家でパソコン用の学習ソフトで勉強する 時々ある １．０ ２．２

ない ９６．５ ９４．９

よくある ０．５ ０．５

家でゲーム機用の学習ソフトで勉強する 時々ある ０．６ １．５

ない ９７．１ ９５．５

（％）
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